
「広報すぎなみ」は月2回（1・1 5日）発行。新聞折り込みでの配布のほか、区施設、区内各駅、一部のスーパー・コンビニエンス

　より良い区政の実現に向けて、幅広い区民の声を聴きながら、区としての考えをまとめて
いきます。ぜひ一人でも多くの皆さんの声を聴かせてください。

皆さんのご意見を募集します

◇閲覧・意見募集期間　6年1月17日（消印有効）まで
◇閲覧場所　防災課（区役所西棟6階）、区政資料室（西
棟2階）、区民事務所、図書館（いずれも休業日を除く）。
区ホームページ（右2次元コード）からもご覧になれます
◇意見提出方法　はがき・封書・ファクス・Ｅメール・閲
覧場所にある意見用紙に書いて、意見提出先。ご意見には、住所・氏名
（在勤・在学の方は勤務先・学校名と所在地、事業者の方は事業所名・所
在地・代表者氏名）を記入。区ホームページにもご意見を書き込めます

◇結果の公表
・�後日、頂いたご意見（原則全文）は、区ホームページで公表するほか、
ご意見とそれに対する区の考え方などは、「広報すぎなみ」や区ホーム
ページなどで公表する予定です。ご意見の全文公表を望まない方はそ
の旨を書き添えてください。
・住所・氏名を公表することはありません。
◇意見提出・問い合わせ先　防災課防災計画担当FAX3312-9402 bosai-k@
city.suginami.lg.jp

杉並区地域防災計画　震災編（令和6年修正）（案）

◆計画の目的
　区・防災関係機関が全機能を発揮し、区民の協力の下、災害対策を
実施することで、区民の生命・身体・財産を災害から保護することを目
的としています。

◆修正の概要
　前回修正を行った3年以降の「首都直下地震等による東京の被害想
定」「東京都地域防災計画　震災編」「災害対策基本法」の見直しなど
に伴う修正や、この間の国・都・区の動向を計画に反映しました。

パブリックコメント（区民等の意見提出手続き）

首都直下地震等による区内の被害想定（抜粋）
想定地震の発表
時期（想定地震）

令和4年
(多摩東部直下地震〈M7.3〉)

平成24年
(東京湾北部地震〈M7.3〉)

全壊棟数 3233棟 3692棟
半壊棟数 1万676棟 1万1803棟
焼失棟数 1万342棟 2万2339棟
死者数 316人 556人
負傷者数 3410人 4849人
避難者数 12万2469人 17万6369人
帰宅困難者数 5万1411人 9万2357人

※冬の夕方、風速8m／sを想定。

計画の想定地震の変更
　従来の想定地震を東京湾北部地震から、4年に発表された「首都直
下地震等による東京の被害想定」のうち、区での被害が最大である多摩
東部直下地震に変更します。

災害時要配慮者の生活環境の充実
　福祉救援所（※）の拡充と環境整備を推進します。また、妊産婦・乳
幼児親子の避難場所を検討・確保します。
※震災救援所などでの避難生活が困難な要配慮者を臨時的・応急的に受け入れる施設。

帰宅困難者対策の推進
　一時滞在施設が不足した場合を想定し、補助・代替施設の活用を検
討するほか、帰宅困難者に対し災害情報などを多言語で提供します。

マンション防災の強化
　マンション居住者・管理組合などに対し、自助の備え・訓練の実施などの
共助の取り組みを啓発します。また、エレベーター停止対策を推進します。

防災拠点の運用力の向上
　広域避難場所・ヘリコプター緊急離着陸場から近隣の震災救援所ま
での、安全な避難者誘導を実施します。

建物被害による二次被害の防止
　発災直後のマンパワー不足を想定し、建築物の応急危険度判定の模
擬訓練を実施します。また、優先して応急危険度判定を実施する区域を
あらかじめ設定します。

飲料水・物資の供給体制の強化
　道路障害物除去作業を行う協力業者の重機などで燃料が不足する場合
を想定し、災害協力協定締結先の業界団体による燃料給油を調整します。

その他防災体制の充実
・�無線システムなどによる通信網を活用して、震災救援所と保健セン
ター・医療機関をオンラインでつなぎ、災害時における保健・医療体
制の充実を目指します。

・�震災時の非常用・移動電源として、シェアサイクルを確保するととも
に、区が所有する電気自動車などに搭載されているバッテリーの活用
を検討します。

・�女性などに配慮した生活必需品・感染症対策物品の備蓄・調達を推
進します。また、女性を対象とした防災リーダー養成講座を実施し
ます。

主な修正

成年後見制度をご存じですか
　成年後見制度とは、認知症・障害などにより判断能力が十分でない方
の財産管理・手続きなどを、本人に代わり家庭裁判所が選任した成年後
見人などが行い、本人の生活を支援する仕組みです。
　杉並区成年後見センターでは、相談や申し立て手続き
の支援などを行っています。詳細は、杉並区成年後見セン
ターホームページ（右2次元コード）をご覧ください。

―――問い合わせは、杉並区成年後見センター☎︎5397-1551へ。

こんなときにご相談ください
・預貯金の手続き・管理が一人では不安
・高額な訪問販売や住宅リフォームの被害に遭い困っている
・不動産の処分をしたいが一人ではできない
・障害がある家族の将来について悩んでいる

もしもの時に安心
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■   当初予算
　一般会計の当初予算は2107億円、対前年度比4.0％の増でした。国
民健康保険事業会計などの3つの特別会計を含めた総額は、3270億
4746万円となりました（対前年度比117億952万円、3.7％の増）。

■   補正予算
　一般会計で4回、特別会計のうち国民健康保険事業会計で1回の補正
予算を編成しました。これにより、9月末現在の特別会計を含む予算現
額の総額は、3484億1458万円でした。（表1）

一般会計補正予算（第1号）
　新型コロナワクチン接種や、一般会計から国民健康保険事業会計へ
の繰り出しに要する経費などを計上し、補正額は48億2395万円でした。

一般会計補正予算（第2号）
　国の「物価・賃金・生活総合対策本部」で決定した「物価高克服に向
けた追加策」として、住民税非課税世帯・低所得の子育て世帯への給付
に要する経費などを計上し、補正額は27億5533万円でした。

一般会計補正予算（第3号）
　地方創生臨時交付金を活用した区内事業者の支援・新型コロナウイ
ルス感染症の5類移行に伴う経費などを計上し、補正額は22億9766万
円でした。

一般会計補正予算（第4号）
　地方財政法に基づき、決算剰余金の2分の1以上を基金へ積み立て
るほか、学校給食費・保育施設に通う第二子保育料の無償化などによ
る子育て世帯への支援や、公衆浴場・介護事業所・保育施設など区内

事業者への支援に係る事業に要する経費などを計上し、補正額は85億
2200万円でした。

特別会計
　国民健康保険事業会計補正予算（第1号）で、国民健康保険被保
険者の負担軽減に要する経費などを計上しました。

■   予算執行状況
 　9月末現在の特別会計を含む収入済額は、1362億2915万円、支出
済額は1223億5054万円です。（表1）

■   区民税の負担状況
　9月末現在の特別区民税現年度分調定額は、673億1807万円です。
（表2）

■   公有財産など
　土地・建物・基金などの財産の9月末現在高は、7502億7596万円で
す。（表3）
　基金（表4）のうち、特定の目的のために積み立てる積立基金の運用
に当たっては、預金・債権を中心に、安全で効果的な運用を実施してい
ます。9月末現在の運用利子額は4102万円、運用利回りは0.092％で
す。（表5）

■   特別区債
　9月末現在の区債は、346億1304万円です（対前年度比3億2041万
円の減）。（表6）

区の財政状況をお知らせします
　区は、条例に基づき年2回財政状況を公表しています。今回は、4～9月の5年度上半期につい
て、お知らせします。

表4　基金の内訳
積立基金 金　額 運用基金 上限額

施設整備基金 205億1472万円

高額療養費等資金貸付基金 1000万円
財政調整基金 557億9864万円
減債基金 26億1097万円
社会福祉基金 8億536万円
区営住宅整備基金 24億8265万円
NPO支援基金 1309万円

公共料金支払基金 6億5000万円
みどりの基金 6660万円
介護保険給付費準備基金 53億4350万円
次世代育成基金 1億650万円
森林環境譲与税基金 6229万円

合　計 878億430万円 合　計 6億6000万円

表5　積立基金の運用状況
年度 現在高 運用利子額 運用利回り

5年度 878億430万円 4102万円 0.092%

表6　特別区債の現在高
目　的 現在高

総務債 1億7788万円
生活経済債 45億4118万円
保健福祉債 38億5814万円
都市整備債 60億3253万円
教育債 200億331万円

合計 346億1304万円

前回（4年9月末）現在高計 349億3345万円
増減 △3億2041万円

　原則として1万円未満を四捨五入しているため、
合計が合わない場合があります。
　いずれも、9月末現在の状況です。

表3　公有財産などの内訳
区　分 現在高 構成比

土地 4576億934万円 60.99%
建物 1957億4761万円 26.09%
基金 884億6430万円 11.79%
物品 38億5288万円 0.51%
工作物 33億347万円 0.44%
出資金 10億6297万円 0.14%
立木竹 1億9040万円 0.03%
有価証券 4500万円 0.01%

合　計 7502億7596万円 100.00%

表1　各会計の予算執行状況
会計区分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一般会計 2320億7716万円 919億4862万円 39.6% 805億1309万円 34.7%
国民健康保険事業会計 538億1531万円 209億9438万円 39.0% 189億7399万円 35.3%
介護保険事業会計 467億6874万円 197億1891万円 42.2% 179億8011万円 38.4%
後期高齢者医療事業会計 157億5336万円 35億6724万円 22.6% 48億8335万円 31.0%

合　計 3484億1458万円 1362億2915万円 39.1% 1223億5054万円 35.1%
※一般会計には繰越明許費繰越額・事故繰越し繰越額を含む。

　詳細は、冊子「財政のあらまし―令和5年度上半期の財政状況―」をご覧ください。
区政資料室（区役所西棟2階）・図書館・区民事務所などのほか、区ホームページ（右
2次元コード）でもご覧になれます。

5年度
上半期

表2　区民税の負担状況

区　分 現年度分調定額 賦課期日時点（各年1月1日現在）1世帯当たり負担額 1人当たり負担額世帯数 人口
5年9月末現在 673億1807万円 32万5953世帯 57万786人 20万6527円 11万7939円
4年9月末現在 654億838万円 32万3702世帯 56万9703人 20万2064円 11万4811円

増　減 19億970万円 2251世帯 1083人 4463円 3128円

―――問い合わせは、財政課へ。

ストア など に 置 い てい ます。入 手 が 困 難 な 方 へ の 個 別 配 布 や 、「 点 字 広 報 」「 声 の 広 報 」の お 申し 込 み は 広 報 課 へ ご 連 絡くだ さい 。
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※広告の内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報課へ。

広告

　「杉並区手話言語条例」の施行、区民参加型予算事業のモデル実

施、科学体験施設「I
イ マ ジ ナ ス

MAGINUS」のオープンなど、今年もさまざ

まな出来事がありました。区の主な取り組みなどを振り返ります。

  杉並区杉並区のの
主主なな出来事出来事

粗大ごみ受け付けに係るAIチャットボットの導入
　粗大ごみに関する申し込み・問い合わせが、チャット形式で時間
を選ばず利用できるようになりました。

１月

セシオン杉並の
リニューアルオープン

阿佐谷七夕まつり・
東京高円寺阿波おどりを
4年ぶりに開催

　大規模改修工事を終え、セシオ
ン杉並（社会教育センター・高円
寺地域区民センター・高円寺区民
事務所）をリニューアルオープンし
ました。

８月

子ども・子育てプラザ下高井戸の開設
　「杉並区立施設再編整備計画」に
基づき、下高井戸児童館施設を転
用し、区内で7カ所目となる子ど
も・子育てプラザ下高井戸を開設し
ました。

９月

区立学校の給食費の無償化

m
モ ッ テ コ

ottECO普及推進モデル事業の開始
　事業者と協力し、食べ残しの持ち帰りの普
及・定着を図るmottECO普及推進モデル事
業を開始しました。この取り組みは、飲食・
ホテル事業者6社と共に、食品ロス削減推進
表彰環境大臣賞を受賞しました。

未来をつくる杉並サイエンスラボ「IMAGINUS」
のオープン
　旧杉並第四小学校の跡地を運
営事業者に貸し付け、事業者が
独自に運営を行う科学体験施設
「IMAGINUS」がオープンしまし
た。さまざまなプログラムを通じ
て、子どもから大人まで楽しく科
学を学ぶことができます。

10月

自転車用ヘルメット購入助成事業の開始
　自転車用ヘルメットの着用を促進し、交通事故による被害軽減を
図るため、自転車用ヘルメット購入費用の助成事業を開始しました。

11月

杉並区プレミアム付
つき

商品券の発行
　コロナ禍における原油価格・物価高騰対策の一環として、区内店
舗および区民生活を支援するため、30%のプレミアム付きの商品券
を約5億円分発行しました。

２月

「杉並区手話言語条例」の施行
　誰もが安心して生活できる共生社会を実現するために、手話は言
語であるという認識の下、手話の理解促進・普及啓発を図る同条例
を施行しました。

公民連携プラットフォームの運用開始
　地域活動を充実させたいと思っているものの、ノウハウや人材な
どで課題を抱えている個人・団体と、そうした課題解決のために活
動したい個人・団体などがつながることのできる公民連携プラット
フォームの運用を開始しました。

「杉並区性の多様性が尊重される地域社会を
実現するための取

とり く み

組の推進に関する条例」の
施行と杉並区パートナーシップ制度の開始
　全ての区民が、性の多様性を巡る個人として尊重されることなど
を基本理念とした同条例を施行しました。また、同条例に基づき、
性的マイノリティーのカップルの生活上の不便を軽減するため、杉
並区パートナーシップ制度を開始しました。

４月

区民参加型予算事業のモデル実施

高齢者補聴器購入費助成事業の開始

　行政にはない新たな発想・考えを取り入れた行政課題の解決と、
区民の区政への参加促進を目的に、区民の意見を募集し次年度の予
算案に反映する区民参加型予算事業を試行的に実施しました。

６月

岩井克人氏が名誉区民に
12月

　経済学の分野で多くの独創的な研究成果を挙げ、文化勲章を受章
した岩井克人氏が新たに名誉区民になりました（5面参照）。

令和5年
を振り返る令和5年
を振り返る
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すぎなみ学　スイーツ

　家族や親しい人と過ごす時間が多くなるこの季節。クリスマスや年
末年始においしいスイーツはいかがですか？　すぎなみ学倶楽部では、
行列ができる名物「どらやき」や、パリで修行した名パティシエのケー
キなど、区内の魅力的なスイーツを紹介しています。

または詳しくは

年
末
年
始
に
、

杉
並
の
ス
イ
ー
ツ
で

幸
せ
な
ひ
と
と
き
を
！

第189号

※広告の内容については、各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは広報課へ。

広告

井草地域区民センター協議会
〒167-0022下井草5-7-22
☎3301-7723
HPhttps://www.igusahome.org/
からだを整えるやさしいヨガ
時 6年1月24日㈬午後1時30分～3時　
師区公認スポーツリーダー・藤澤加寿
美　定20名（抽選）　申往復はがき（12
面記入例）に手話通訳を希望の方はそ
の旨も書いて、同協議会。または同協
議会ホームページから申し込み／申込
期限 6年1月11日　他長寿応援対象事
業▶協力 杉並区スポーツ振興財団
おもちゃの病院
時 6年1月27日㈯午後1時30分～3時　
師杉並おもちゃドクターズ・片岡末廣
ほか　費実費　他1組1点
ビートルズトークセッション　聴いて
語ろうビートルズ
時 6年2月4日㈰午後1時～3時　師西
東京ビートルズ倶楽部代表・田中敏久　
定40名（抽選）　申往復はがき（12面
記入例）に語れる方は曲名（1曲）、手
話通訳を希望の方はその旨も書いて、
同協議会。または同協議会ホームペー
ジから申し込み／申込期限 6年1月23
日　他長寿応援対象事業

いずれも 
場井草地域区民センター

西荻地域区民センター協議会
〒167-0034桃井4-3-2
☎3301-0815
HPhttps://nisiogi-kyogikai.org/
新春きずなまつり
時6年1月21日㈰午前9時30分～11時　
場まちナカ・コミュニティ西荻みなみ

（西荻南2-28-14）、神明通りほか　内
スタンプラリー、駄菓子の販売、南京
玉すだれ、むかし遊び　他協働 まち
ナカ・コミュニティ西荻みなみ

荻窪地域区民センター協議会
〒167-0051荻窪2-34-20
☎3398-9127
HPhttps://ogikubokyougikai.sakura.ne.jp/
二期会メゾソプラノ歌手　ひらやすか
つこが歌う日本の歌と世界の歌
時 6年1月25日㈭午後2時～3時30分　
申往復はがき（12面記入例）で、同協
議会。または同協議会ホームページか
ら申し込み／申込期限 6年1月7日
「犬神家の一族」から学ぶ遺言
時6年2月3日㈯午後1時～3時　師行政
書士・池尻亜希子　申往復はがき（12
面記入例）で、同協議会。または同協
議会ホームページから申し込み／申込
期限 6年1月21日　他協動 東京都行
政書士会杉並支部

いずれも 
場荻窪地域区民センター　定40名（抽
選）　費200円
阿佐谷地域区民センター協議会

〒166-0001阿佐谷北1-1-1
☎5364-9903
HPhttps://www.asagaya-kyogikai.org/
協働事業「阿佐谷子ども音楽祭」みん
な一緒に、楽器を鳴らそう！
時6年1月28日㈰①②午前11時・正午
③④午後1時30分・2時30分　内①
ホースで管楽器づくり②ハンドベル③
弦楽器④ドラムサークル　師石井管
楽器ほか　対①小学生②～④4歳～
小学生　定①各16名②各20名③④各

12名（いずれも申込順）　申同協議会
ホームページで、6年1月12日午前8時
から申し込み
みんなでボッチャを楽しもう
時6年2月12日㈷午前10時～正午　師
すぎボッチャクラブ　定20名（抽選）　
申往復はがき（12面記入例）で、同
協議会。または同協議会ホームページ
から申し込み／申込期限 6年1月24日　
他長寿応援対象事業
あさがやセンターまつり　出演者・出
展者募集
時センターまつり 6年3月3日㈰午前10
時～午後4時　内音楽・スポーツほか　
対同センターを利用しているグルー
プ・周辺地域在住の方　申申込書（同
協議会で配布。同協議会ホームペー
ジからも取り出せます）を、12月28日
までに同協議会コミュニティー推進部
asakyo.komi@gmail.comへEメー

ル・持参
いずれも 

場阿佐谷地域区民センター
高円寺地域区民センター協議会

〒166-0011梅里1-22-32
☎3317-6614
HPhttps://www.koenji-kyogikai.org/
ママと乳児のほっとタイム「ひだまり
保健室」
時6年1月10日㈬、2月14日㈬、3月13
日㈬午前10時30分～11時50分　内産
後ヨガ、子育て相談　師Yumi、ハイ
コラ　対0歳児とその母親　定各20組

（申込順）　費各1組1000円　申同協議
会ホームページから申し込み
高円寺の記憶
　映画などの大衆娯楽の変遷について
お話しします。
時6年1月28日㈰午後1時30分～3時30
分　師郷土博物館学芸員　対区内在
住・在勤・在学の方ほか　定70名（先
着順）

いずれも 
場高円寺地域区民センター
永福和泉地域区民センター協議会
〒168-0063和泉3-8-18
☎5300-9412
HPhttps://fukuizu.org/
成年後見制度の利用について
時6年1月16日㈫午前10時～11時　師
杉並区成年後見センター相談員　定30
名（申込順）　申電話で、6年1月12日ま
でに杉並区成年後見センター☎5397-
1551（月～金曜日午前9時～午後5時

〈12月29日～6年1月3日を除く〉）
浮世絵でたどる東海道の旅
時6年2月5日㈪午後1時～3時　師歴
史文化講座講師・伊藤寿　定 40名

（抽選）　申往復はがき（12面記入例）
で、同協議会。または同協議会ホー
ムページから申し込み／申込期限 6
年1月21日

いずれも 
場永福和泉地域区民センター　他長寿
応援対象事業

問産業振興センター観光係☎5347-9184

  区民ライターが区民目線で杉並の魅力を取材・執筆・
記事にして公開している区公式情報サイトです。

または詳しくは すぎなみ学

食食
老舗の名物、隠れ家的カフェ、老舗の名物、隠れ家的カフェ、
ラーメン店など、食の情報もラーメン店など、食の情報も
満載満載

文化・雑学文化・雑学
杉並のイベント、文化人のお杉並のイベント、文化人のお
気に入り散歩コース、寺社、気に入り散歩コース、寺社、
なみすけグッズなどを紹介なみすけグッズなどを紹介

歴史歴史
中島飛行機の軌跡や、都電杉中島飛行機の軌跡や、都電杉
並線の思い出、町の変遷など並線の思い出、町の変遷など
杉並の歴史を探究杉並の歴史を探究

ゆかりの人々　タレントや作家、知られざる偉
人、地域活動者など区にゆかりのある人を紹介

スポーツ　杉並発祥のスポーツや注目の競
技、楽しみ方など幅広く紹介

産業・商業　戦禍を乗り越えた老舗企業・
商店、起業家や職人にも注目

自然　荻窪で発見された絶滅危惧種、区内で
見られる野鳥、自由研究にも役立つ情報

特集　お花見ポイントや公園の紹介、水害・
震災対策、教育、対談などの特集記事

8つのカテゴリーに分けて
すぎなみ情報を
紹介しているよ〜

その他にもこんなコンテンツがあります

とは？すぎなみ学倶楽部

地域の情報満載！
ホームページもご覧ください
　各地域区民センター協議会のホームページには、
「広報すぎなみ」に掲載した催し・講座の詳細や、
その他のイベントのお知らせだけではなく、協議会
が発行する会報や、地域の情報も掲載しています。
ぜひご覧ください。

詳細・問い合わせは、各地域区民センター協議会へ
（月～金曜日午前8時30分～午後5時〈祝日、年末年始を除く〉）

毎月15日号に掲載

地域区民センター協議会が企画する催し・講座など

令和5年（2023年）12月15日　No.2368
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